
 

 

令和５年度 第１回 四街道市文化財審議会 

会議次第 

 

 

日 時 令和５年７月３日（月） 

                 午後２時００分～ 

会 場 四街道市役所第二庁舎 第２会議室 

 

１ 開会 

２ 委嘱状交付 

３ 委員紹介 

４ 職員紹介 

５ 会長・副会長選出 

６ 議題 

①  令和４年度事業報告について 

②  令和５年度事業予定について 

③  川戸下遺跡出土ガラス小玉鋳型の指定申請について 

７ 閉会 
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令和４年度事業報告 

 

●文化財保護管理事業 

有形・無形文化財及び記念物等の文化財を調査し、保存と活用を図ります。 

市域に所在する文化財の基礎的調査や伝承芸能保存団体の育成支援に務めます。 

市ボランティアガイドとの協働で文化財の積極的な公開と活用を図ります。 
 

 

文化財審議会 

文化財審議会の職務（市文化財の保護に関する条例抜粋） 

 第 24 条 文化財の保存及び活用に関し教育委員会の諮問に答え、又は意見を具申し、及び 

これらに必要な調査研究を行うため四街道市文化財審議会（以下「審議会」とい 

う。）をおく。 

 

 

■文化財審議会の開催状況 

区分 日時 概要 

第 1 回 
6/30（木） 

10：00～11：30 

場所：四街道市役所第二庁舎 第２会議室 

内容：令和 3 年度事業報告について 

令和 4 年度事業予定について 

第 2 回 
3/16（木） 

10：00～11：30 

場所：四街道市役所第二庁舎 第２会議室 

内容：令和 4 年度事業報告（案）について 

市指定文化財候補の検討について 

 

■文化財審議会委員名簿（任期：令和 3 年 6 月 1 日～令和 5 年 5 月 31 日） 

氏名 役職・分野 氏名 役職・分野 

中野 照男 
会長・有形文化財 

（絵画・彫刻・工芸品） 
吉田 文夫 

副会長・有形文化財 

（石造物） 

樋口 誠太郎 
有形文化財 

（書跡・典籍、古文書） 
鈴木 満壽男 有形文化財（彫刻） 

加倉井 砂男 有形文化財（建造物） 西山 太郎 有形文化財（考古資料） 

渡邉 修一 
有形文化財（考古資料） 

博物館学 
芝﨑 浩平 有形文化財（民具） 

 

 

 

 

 

資料１ 
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指定文化財 

■管理・所有者別 

管理・所有者 件数 

国・登録文化財 個人 2 人 

市指定文化財 

個人 11 人 

団体等 10 団体（市・法人 7、保存会 3） 

地区自治会等 7 地区 

 

■国登録文化財 

種類 件数 備考 

登録文化財 4 
木村家住宅 1 棟 

近藤家住宅 3 棟（主屋、長屋門、土蔵） 

 

■市指定文化財 

種類 件数 備考 

有形文化財 

建造物 3 物井不動堂、弁才天、鉄道鉄橋橋台 

工品 3 鏡 

絵画 4 額絵馬、掛軸（絹本著色） 

彫刻 7 仏像（木彫・石彫） 

書跡・典籍 1 大般若経 

考古資料 12 板碑、宝篋印塔 9 片、大甕（常滑） 

歴史資料 3 小金原御鹿狩文書、大隆寺庚申塔・十九夜塔 

小計 33  

無形文化財 0  

民俗文化財 

有形 19 民間信仰に係る石塔（内、道標銘石塔 9） 

無形  3 民俗芸能（栗山ばやし・亀崎ばやし）、伝統行事（内黒田裸参り） 

小計 22  

記念物 

史跡  5 貝塚、城跡 

名勝  0  

天然記念物  1 神社境内林 

小計  6  

伝統的建造物群 0  

保存技術 0  

合計 61  

 

地域の文化財や歴史資料の活用 

■県資料を活用した展示キット作製事業（四街道市教育委員会・千葉県教育委員会文化財課） 

千葉県教育委員会所蔵資料（物井地区出土資料）を基に、千葉県教育委員会文化財課の協力を

得て展示キットを作成 
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■教育委員会エントランス企画展の実施（主催：四街道市教育委員会） 

企画展「いいもの 物井！！―物井地区からみた四街道の旧石器・縄文時代―」 

 開催期間：令和 5 年 1 月 4 日～令和 5 年 6 月 4 日 

 

文化財の保護管理 

■堀込城跡広場（美しが丘 1 丁目 21 敷地面積 3,359 ㎡） 

 ・歴史広場清掃業務委託/歴史広場草刈業務委託（委託先：シルバー人材センター） 

内容：清掃年 4 回、草刈年 2 回（平坦部） 

・歴史広場草刈業務委託/歴史広場樹木剪定業務委託（委託先：民間事業者） 

内容：草刈年 2 回、剪定年 1 回（法面部） 

  

■物井古墳広場（もねの里 2 丁目 29-2 敷地面積 2,311.04 ㎡） 

 ・歴史広場草刈業務委託（委託先：シルバー人材センター） 

内容：草刈年 2 回（平坦部） 

 

■古屋城跡広場（もねの里 4 丁目 23-6 敷地面積 12,937.06 ㎡） 

 ・歴史広場清掃業務委託・歴史広場草刈業務委託（委託先：シルバー人材センター） 

内容：清掃年 4 回、草刈年 3 回（平坦部） 

  

■文化財保存事業補助金等  

団体名 金額（円） 活動内容 

内黒田裸参り保存会 43,000 
内黒田地区の伝統行事「内黒田裸参り」の保

存、継承と運営 

和良比裸祭り保存会 84,000 
和良比地区の伝統行事「和良比裸祭り」の保

存、継承と運営 

亀崎ばやし保存会 43,000 
亀崎ばやしの保存と継承者の育成、各行事へ

の参加発表 

栗山ばやし保存会 43,000 
栗山ばやしの保存と継承者の育成、各行事へ

の参加発表 

市指定文化財協力者謝礼 250,000 
市指定文化財 49 件の管理者 25 者（個人・

団体）に対しての管理謝礼金 

国登録有形文化財協力者謝礼 20,000 
国登録有形文化財の所有者 2 名に対しての

管理謝礼金 

 

文化財調査 

■四街道市川戸下遺跡出土ガラス小玉鋳型のＸ線ＣＴ試験 

実施日及び調査指導：12 月 2 日・12 月 9 日 

調査協力：千葉県産業支援技術研究所 

：栗田 則久（千葉県教育振興財団） 
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■寄贈資料（掛軸等）の詳細確認調査 

実施日及び調査指導：6 月 20 日・2 月 7 日 

調査協力：中野 照男（文化財審議会員） 

  

文化財関係研修・会議等参加状況  

■印旛地区文化財行政担当者連絡協議会 

日程 会議（研修）名 

5/27（金） 

総会及び第 1 回研修会「無形文化財及び無形民俗文化財の登録制度について」

ほか（講師：千葉県教育庁教育振興部文化財課職員） 

※参加者：文化財担当職員１名 

10/14（金） 
第 2 回研修会：視察 芝山古墳・はにわ博物館、横芝光町 木戸台遺跡 

※参加者：文化財担当職員１名 

2/14（火） 
第 3 回研修会：視察 設楽家住宅（江戸時代前期の茅葺建物）、青菅分校（国

登録有形文化財）※参加者：文化財担当職員１名  

 

■千葉県史跡整備市町村協議会 

日程 会議（研修）名 

10/28（金） 
場所：袖ケ浦市長浦おかのうえ図書館 

内容：（総会）令和 3 年度事業報告 他  ※参加者：なし 
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●歴史民俗資料施設整備事業 

市域の人々が守り伝えてきた歴史資料を収集･整理し、適正な保管と管理に努めます。 

児童生徒を対象とした「カイコ教室」や民具等を扱った「出前授業」を実施し、収蔵資料の活

用とふるさと四街道の学習を推進します。 
 

 

文化財収蔵庫管理 

■みそら文化財整理室（みそら 3 丁目 44-1） 

平成 15 年度～埋蔵文化財収蔵庫（センター調査分等）を保管 

 

■八木原小学校富士見校舎（千代田 5 丁目 4） 

展示室（1 階 2 教室）計 127,50 ㎡ 平成 21 年度～ 

旧プレハブ校舎の資料室より民俗資料（民具等）約 5 百点を収蔵展示 

民具収蔵庫（3 階、4 階各 2 教室）計 255,00 ㎡ 約 3,200 点(約 1,100 品目)収蔵 

 

■八木原小学校旧プレハブ校舎 

文化財整理室・収蔵庫（市史編さん兼） 

 埋蔵文化財（市・調査会等）・寄託文化財・写真資料等を収蔵及び整理 

 

歴史民俗資料室の管理運営 

★社会科見学等の受入（歴史民俗資料室見学等） 

実施日 開催場所 学年 人数（人） 

- - - - 

※八木原小学校大規模改修工事に伴い歴史民俗資料室は令和 3 年 10 月～令和 5 年度末まで、見 

学不可 

 

■歴史民俗資料収集整理員・文化財活用員・職員による収集・整理 

 ・四街道市歴史民俗資料室管理（八木原小学校富士見校舎） 

  収蔵資料の内、主要な資料 500 点を一般公開（事前申し込み制） 

 ・歴史民俗資料の整理・収蔵（台帳・目録作成・収蔵整理） 

 

歴史民俗資料の活用 

■民具等の貸出・実見 

 7 件（千葉市教育振興財団、千葉市郷土博物館、埋蔵文化財専門職員など） 
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■出前授業等の教育支援・普及活動 

出前授業 

実施日 開催場所 学年 人数（人） 

12/15 山梨小学校 3 年 17 

2/1 みそら小学校 3 年 19 

2/3 千葉県立千葉盲学校 3 年 4 

2/8 旭小学校 3 年 32 

2/9 大日小学校 3 年 88 

2/13 中央小学校 3 年 110 

2/16 和良比小学校 3 年 145 

2/17 四街道小学校 3 年 130 

3/3 南小学校 3 年 104 

 合計 649 

 

■文化財や総合的な学習の時間等における教育応援 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、各学校が活動の自粛等を行った関係で、希望する学

校はありませんでした。 

 

■カイコ教室（市内小学生対象） 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、希望する学校はありませんでした。 

 

歴史民俗資料館の整備 

■プロジェクト型ふるさと寄付の実施 

 寄付の受入及び基金への積立：1,214,000 円 
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●埋蔵文化財発掘調査事業 

埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて、適切な指導、調整及び試掘調査を行いま

す。国･県補助事業により遺跡の確認等発掘調査を行います。 
 

 
■取扱事務 

埋蔵文化財の取り扱い（確認）などの回答業務：491件 

文化財保護法に基づく届出に関する事務処理 ：56件（うち試掘：27件） 
 
■国庫・県費補助による発掘調査（市内遺跡発掘調査：4遺跡実施） 

遺跡名 調査期間・面積 調査種別 調査原因 検出遺構・出土遺物 

新久遺跡 

（第 1 次） 

6/7～6/9 

上層 62 ㎡/600.56 ㎡ 

確認 

調査 
宅地造成 遺構なし、遺物なし 

羽根戸遺跡

（第 3 次） 

8/16～9/3 

上層 600 ㎡/5,653.22 ㎡ 

確認 

調査 
宅地造成 近世溝２条、近世土坑１基 

水流遺跡 

(第 3 次) 

10/3～10/6 

上層 218 ㎡/2,294 ㎡ 

確認 

調査 

その他の開発 

（有料老人ホーム） 
遺構なし、遺物なし 

中久喜 No.-2

遺跡（第 2 次） 

12/19～12/22 

上層 166 ㎡/1,624 ㎡ 

確認 

調査 

その他の開発 

（グループホーム）  
遺構なし、奈良・平安時代土師器 

 
■金属製品保存処理：物井１号墳出土資料の保存処理（直刀） 
 
■令和3年度四街道市内遺跡発掘調査報告書：300部刊行 

 
■詳細遺跡分布調査：調査成果の一部を上記報告書に掲載 
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令和５年度事業予定 

１ 文化財保護管理事業 

（１）文化財審議会 

 年２回開催 

 

（２）普及啓発 

 ①教育委員会エントランス企画展 

「いいもの 物井！！－物井地区からみた四街道市の弥生・古墳時代－」 

令和５年８月上旬～令和６年２月４日（予定）  

  

 ②「写真でみる古代の記録―物井地区 古墳・弥生時代の墓とムラ―」 

（主催：四街道市教育委員会、会場：市民ギャラリー ８月２２日（火）～２７日（日）） 

  

③「勾玉作り体験」 

（主催・協力：四街道市教育委員会・千葉県教育委員会、会場：市民ギャラリー  

８月２７日（日）） 

・定員：１８人×２回（９：３０～１１：００、１３：３０～１５：００） 

・対象：小学生・先着順（『市政だより』（７月１日）掲載） 

 

 ④「文化財さんぽ 物井地区」  

（主催・共催：四街道市教育委員会・文化財ボランティアガイドの会）１２月２日（土）） 

 ・定員：３０人程度（仮） 

・対象：全て 

 

 ⑤考古資料の３D化 

 ※別紙のとおり（企画展の観覧者へ配布（２種類）） 

 ・協力 印旛郡市文化財センター職員 

 

（３）文化財の保存管理 

 ①堀込城跡広場：例年通り 

 ②物井古墳広場：例年通り 

 ③古屋城跡広場：例年通り  

 

（４）文化財調査 

 ①５月２７日 四街道市内出土弥生時代石器の研究（協力：千葉市教育振興財団） 

 ②６月２４日 川戸下遺跡出土未報告資料の整理 （協力：千葉県教育振興財団） 

 

（５）その他 

 ・亀崎ばやし、内黒田はだか参りの記録動画撮影（仮） 

資料２ 
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２ 歴史民俗資料施設整備事業 

（１）歴史民俗資料収集・整理・活用 

 ①歴史民俗資料室見学 

   未定 

  ・４月～６月：復旧・整理 

  ・７月～  ：再開（資料室１：生活 

資料室２：仕事、軍事、教育、玩具、秤、祭事 

資料室３：農業、養蚕） 

 

 ②民具の出前授業（貸出を含む） 

  対 象 市内小学生等 

  日 程 未定（１０校程度） 

 

 ③カイコ教室  

 ・学校からの希望に応じてクラス単位で実施 

 ※出前授業で一部実施 

 

④八木原貝塚・中世の城跡の案内 

 ・学校からの希望に応じてクラス単位で実施 

 

３ 埋蔵文化財発掘調査事業 

（１）国庫・県費補助による発掘調査 

 ①市内遺跡発掘調査 ４遺跡程度実施予定 

 ②『令和４年度四街道市内遺跡発掘調査報告書』３００部刊行 

 ③物井１号墳出土金属製品の保存処理 

 

 

 



指定理由書（案） 

川戸下遺跡出土ガラス小玉鋳型（案） 

 

（１）名称       川戸下遺跡出土ガラス小玉鋳型 

 

（２）員数       １点 

 

（３）所在地      四街道市鹿渡２００１－１０（四街道市教育委員会） 

 

（４）所有者      四街道市教育委員会 

   

（５）種別       有形文化財（考古資料） 

 

（６）適用指定基準   古墳時代の遺物で学術的価値の特に高いもの 

 

（７）構造       方形を呈し、片面に多数の刺突を有する。色調は淡茶褐色を呈し、

胎土には白色粒子が混在している。３０８個の型孔が残存してお

り、全体の２分の１程度が残る、遺存率が高い資料である。全体

形は、やや歪んだ方形を呈している。軸孔は裏面に貫通していな

い。また、３孔が残存する未接合の小片１点が存在する。 

 

（８）法量       鋳型 縦：１６３mm、横：１４３mm、厚さ：８．０～１５．０mm 

                        小孔 径：４．０mm、深さ：３．５～４．０mm 

 

（９）時代・年代    古墳時代前期・４世紀前葉 

 

（１０）説明      川戸下遺跡は、千葉県四街道市山梨字川戸下に所在し、北流して

印旛沼に注ぐ鹿島川とその支流である小名木川の合流地点を北

東に見下ろす台地上に位置している。発掘調査は、１９７９年５

月２２日～６月１日に送電線建て替えに伴って行われ、部分的な

調査であるが、古墳時代前期の竪穴建物跡が３棟検出された。そ

の後の調査は行われておらず、鉄塔建設の範囲以外は、現状畑地

として利用されている。ガラス小玉鋳型は、２号竪穴建物跡の床

面上から７片ほど割れた状態で出土した。報告書内で「竹管を全

面に押した土製品は性格不明であるが、類例を待ちたい」と報告

されているように、発見当初はガラス小玉鋳型と認識されていな

かった。その後、東京都北区・豊島馬場遺跡から類似した形状の

ガラス小玉鋳型が発見されたことによって、本例も鋳型であると

資料３ 
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認識されるようになった。当該資料は、残存している資料の大き

さが日本最大となっており、全体の想定復元によると、一度に７

００点以上のガラス小玉鋳型を製作することが可能であると想

定されている。古墳時代前期のガラス小玉鋳型の出土例は全国的

に少なく、当該遺跡以外には、福岡県福岡市西新町遺跡、千葉県

木更津市鶴ヶ丘１号墳、東京都北区豊島馬場遺跡、埼玉県東松山

市反町遺跡の４遺跡で確認されており、南関東に集中する。出土

した遺構は、川戸下遺跡、反町遺跡、西新町遺跡が竪穴建物跡、

豊島馬場遺跡が方形周溝墓、鶴ヶ丘１号墳が円墳となる。共伴す

る土器の年代から、川戸下遺跡、豊島馬場遺跡、西新町遺跡が４

世紀前葉、反町遺跡と鶴ヶ丘１号墳が４世紀中葉と考えられてい

る。また、川戸下遺跡からは、実際に製作されたガラス小玉は出

土していないものの、鋳型にガラスが付着しており、蛍光 X線分

析を実施した結果、鶴ヶ丘１号墳例、反町遺跡例と同様な組成タ

イプである可能性が指摘されている。以上のように、当該資料は

全国的にも希少であり、千葉県内で見れば、竪穴建物跡から出土

した唯一の資料である。また、年代的にも最古級のものと考えら

れる。よって、房総半島における古墳時代前期の鋳造技術の解明

に欠くことのできない重要な考古資料であり、指定文化財にふさ

わしい価値をもつ。 

 

（１１）保存上の留意事項 現状保存が望ましい 

 

（１２）その他参考事項  川戸下遺跡で製作されたガラス小玉の供給先として、４世紀中

葉の円墳である佐倉市大篠塚西台１・２号墳が想定されている。

しかしながら、当該遺跡及び同地区の近隣の遺跡からガラス小

玉が出土していないため、現状で供給先を特定することは困難

である。一方、当該遺跡に隣接する相ノ谷遺跡で行った確認調

査の結果、前期古墳の周溝及びそれに伴う土器が検出されてい

る。また、未調査のため時期は不明確であるが、古墳と思われ

る墳丘が数基確認されている。さらに、同じく隣接する宿遺跡

及び西向井遺跡では古墳時代前期の土器が採集されている。こ

のことから、ガラス小玉の供給先は、山梨地区内であった可能

性も考慮する必要があろう。 
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